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著者は，『私的所有論』等の大著

で名高い立岩真也氏のもとで研鑽

を積み，2011 年（平成 23 年）に博

士号を授与された新進気鋭の作業

療法学者である．本書は，著者の

博士論文に加筆・修正を加えたも

のであり，非常に刺激的な論考を

膨大な先行研究とともに展開して

いる．読者は著者の実力に驚嘆す

るとともに，知的冒険に血湧き肉

躍る体験をするだろうと思う．

本書の独創と意義は，作業療法

の現代史の検討から，この領域が

暗黙のうちに依拠する前提と矛盾

を浮きぼりにしたうえで，「存在

の肯定」という命題を提出してい

るところにある，と考えられる．

この命題は，従来の作業療法が対

象者の「適応」を目指すあまり，

対象者の「できること」と対象者

の「価値」が結びついてしまい，

対象者が存在すること自体の価値

を劣位に置いてしまうことに対す

る反省から導出されている（第 1

章，第 6章）．著者は，第 2〜5章

の作業療法現代史の検討を通し

て，対象者の存在価値が劣位に置

かれる理路を丹念に議論してい

る．

では著者が言う「存在の肯定」

とは何か．著者はこの命題の意味

を，本書全体を通して多角的に論

じている．したがって命題の全体

像は，読者一人ひとりに確認して

もらいたいが，あえて評者なりに

ポイントを示せば，第 6章の表題

で「存在価値と能力価値の倒置の

ない作業療法学のあり様を目指し

て」と端的に示されていることか

らわかるように，要するにこれは

�対象者が存在する価値は，対象

者の能力の価値に先立つ�という

意味であると言えよう．

つまり本書でいう「存在を肯定

する」作業療法学とは，対象者の

存在（対象者が生きているという

こと）に価値の始発点に置き，そ

こから理論，評価，介入等の一切

を展開していくものである，と理

解できる．こう書くとあたり前の

ように聞こえるかもしれない．し

かし本書で論証しているように，

現代作業療法を代表する理論（人

間作業モデル，カナダ作業遂行モ

デル等）が存在価値と能力価値の

倒置に陥っていることを踏まえる

と，この命題がもつ独創性と重要

性が理解できると思う．既存の作

業療法学やリハビリテーション学

において，「存在の肯定」はあたり

前ではないのだ．

最後に本書の読み方を説明する

と，この書評を読み「存在の肯定」

という命題が理解できなかった方

は，著者が本書の全体像を示して

いる序論を読んでから第 2〜5 章

を読み，そのうえで，第 1章と第

6 章を読むと理解しやすいかもし

れない．他方，すんなり理解でき

た人は，最初から最後まで通読す

るほうが理解しやすいと思う．

既存の価値観に挑戦する本書

は，多くの読者にインスピレー

ションを与えると思う．次世代を

担うすべての OT，作業療法学生

に読んでほしい．
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